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Ⅲ．都市構造分析（案） 
 

１．⼈⼝の将来⾒通しに関する分析 

 

○ 坂東市全域において 500ｍメッシュ単位で平成 47 年までの将来人口を推計し、その結果を次

頁以降に掲載しています。 

 

○ 推計期間を通じた全体の傾向は以下の通りです。 

－ 岩井市街地に一定の人口集積がありますが、20-40 人/ha 程度と市街地の目安である 40

人/ha を下回り、市街地の端部でわずかに増加する地区がありますが、推計期間を通じて減

少傾向が続きます。 

－ 沓掛の市街地においては、人口密度は 10-20 人/ha 以下となっており、期間内を通じて減

少が続いています。 

－ 市街地の外では、バス路線沿いを中心に比較的密度のある集落がありますが、ほとんどの

集落で人口減少が続きます。 
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 ◆人口分布（平成 27 年） 

・平成 27 年から平成 47 年における 10 年単位での人口密度を示した図においては、岩井市街地に

は一定規模の人口が集積し続ける一方で、沓掛市街地の人口密度が減少する傾向があります。 

・平成 27 年、岩井市街地での人口密度が 20～40 人/ha 以下となっています。 

・沓掛市街地での人口密度は、10～20 人/ha 以下となります。 
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 ◆人口分布（平成 37 年） 

・平成 37 年の人口推計によると、岩井市街地での人口密度が 20～40 人/ha 以下となります。市街

地に隣接する地区の人口密度が引き続き減少します。 

・沓掛市街地での人口密度は、10～20 人/ha 以下となります。 
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 ◆人口分布（平成 47 年） 

・平成 47 年の人口推計によると、岩井市街地での人口密度が 20～40 人/ha 以下となります。 

・沓掛市街地での人口密度は、10～20 人/ha 以下となります。 
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 ◆人口増減（平成 27－47 年） 

・平成 27 年から平成 47 年にかけて、20 年の人口増減の変化を確認しました。 

・ほぼ市全域で人口減少しており、岩井市街地など人口集積地でも減少数が多い状況です。 

・ 

 

 



- 47 - 

  

２．施設立地に関する分析 

 

○ 市内の子育て支援施設、学校教育施設、病院、介護施設、バス停からの誘致圏距離を設定し、

市街化区域と区域指定地域について誘致圏に概ね含まれる範囲及び施設立地状況を確認しまし

た。 

 

 

○ 全体の傾向としては以下のとおりです。 

－ 岩井市街地の子育て支援施設とスーパーマーケットについてはほぼ全域、小学校、診療所、

通所型介護施設も 5～6 割を徒歩圏に収めています。 

－ 沓掛市街地の診療所とスーパーマーケットについては 6 割から 7 割を徒歩圏内ですが、学校

や子育て支援施設は１割～３割に留まっています。 

－ 公共交通については、岩井・沓掛ともに広い範囲で圏域に収めています。 

－ 小学校は 13 校あり、市街化区域と 11・12 号地区の集落の大部分を圏域に収めています。  

 

市街化区域へのカバー状況 

（徒歩圏の距離については「都市構造の評価に関するハンドブック」（国土交通省）に準拠） 

   ※11 号・12 号区域と徒歩圏の重なりがあった箇所数をカウントしたもの。 

 

 

 市街化区域 市街化調整区域 

施設名 徒歩圏 

（半径） 

岩 井 沓掛 11 号区域※ 12 号区域※

全７箇所 全 22 箇所

１ 子 育 て 支

援施設 

800ｍ ほぼ全域 １割程度 4 箇所 5 箇所

２小学校 800ｍ 5 割程度 3 割程度 2 箇所 10 箇所

３中学校 

 

800ｍ 1 割程度 2 割程度 2 箇所 3 箇所

４病院 

 

500ｍ ２割程度 IC 周辺のみ 0 箇所 0 箇所

５診療所 

 

500ｍ 6 割程度 6 割程度 4 箇所 6 箇所

６通所型介

護施設 

500ｍ 6 割程度 圏外 3 箇所 4 箇所

７商業施設 

スーパー 

800m 9 割程度 7 割程度 3 箇所 2 箇所

８公共交通 

 

300ｍ 全域 ５割程度 ７箇所 16 箇所
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500ｍメッシュ人口（平成 27 年）
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500ｍメッシュ人口（平成 27 年）

小学校 
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500ｍメッシュ人口（平成 27 年）
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病院 半径 500ｍ   

病院    

500ｍメッシュ人口（平成 27 年）
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500ｍメッシュ人口（平成 27 年）
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500ｍメッシュ人口（平成 27 年）



- 54 - 

500ｍメッシュ人口（平成 27 年）
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500ｍメッシュ人口（平成 27 年）
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Ⅳ．まちづくりの課題と⽅向性（案） 
 

１．まちづくりの課題 

現況の分析を踏まえて、人口、交通等の面から課題を以下の通り整理しています。 

 

（１） 人口に関する課題 

 

【継続する少子高齢化・人口減少】 

◇将来人口推移 

 

 

 

 

 

 

◇将来年齢３区分人口割合 

 

 

 

【継続する少子高齢化・人口減少】 

〇 2040 年には、現在の５.4 万人から１万人以上減少し、高齢化率も 26.5％から 35.3％に

まで上昇、３人に１人が高齢者となります。少子高齢化が進み年少・生産年齢人口の減少

が続くが、2030 年以降は高齢者も減少に転じる見込みです。 

【市街化区域外に多く人口が居住】 

〇 坂東市域では、比較的平たんな台地上という地形条件や市街化区域外への集落等への

例外措置である 11 号区域・12 号区域が広く指定されていることから、市街化区域内人口

は３割にとどまり、県内同規模の自治体と比較して、市街化区域外での居住人口が多く、市

街地が拡散している状況にあります。 

【規模・集積で大きく異なる岩井・沓掛の市街地】 

○ 市街化区域は、産業系の区域を除くと２箇所に分かれており、それぞれが合併前自治体

の中心部であり、一定の居住人口を有しています。しかし、都市機能および人口は岩井市街

地に多く立地しており、比較すると沓掛市街地は小規模な集積に留まっています。 
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◇本市の年齢階層別の人口増減率（５年ごとの増減率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：resas） 

 

【市街化区域外に多く人口が居住】 

◇茨城県内同規模自治体における人口分布 

（市街化区域内人口・市街化調整区域内人口の割合） 

⇒市街化区域内人口は３割弱であり、同規模自治体と比べて少ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口 4-7 万人自治体。ただし非線引きの自治体（小美玉市等）、複数の都市計画区域か

ら構成される自治体（石岡市等）、都市計画区域外を含む自治体（常陸大宮市等）は除

く。 
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◇都市構造図（スカイライングラフ）比較 

 －500ｍメッシュ人口を用いて、坂東市および類似規模の近隣自治体の都市構造を図化

した都市構造図（スカイライングラフ）を作成。（※縦軸にメッシュあたり人口、横軸に該

当する人口規模のメッシュの数を置き、模式的に都市構造を示したもの） 

－坂東市（5.4 万人）は、同程度の人口規模の守谷市（6.5 万人）やつくばみらい市（4.9 万

人）と比較して、比較的低い人口密度のメッシュ（100 人/メッシュ付近）が広く分布して

いる様子が伺える。 

   

 

 坂東市 

守谷市 

 

つくばみらい市

※比較のため坂東市の構造図を赤枠で記載 

※比較のため坂東市の構造図を赤枠で記載 

メッシュの数 

メ
ッ
シ
ュ
あ
た
り
人
口

他市と比較して坂東市は 100 人

/メッシュ付近の低密度のエリアが

広い（下図は当該ﾒｯｼｭを着色。

調整区域のメッシュが該当） 

※比較のため守谷市を青枠、つくばみらい市を緑枠で記載
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【規模・集積で大きく異なる岩井・沓掛の市街地】 

 

◇坂東市内の居住地域別人口構成 

（※岩井・沓掛市街地人口は メッシュデータをもとに推計した値） 

 

⇒市街化区域内人口のうち、岩井市街地に８割以上が集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇主な都市機能の分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒岩井市街地、その他（調整区域）に都市機能は多く立地しており、沓掛市街地には立

地しない機能も存在します。 
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（２）都市機能に関する課題 

 

◇小学校の立地状況図および県内各市の小学校当たり生徒数 

   ⇒ 小学校は人口分布に応じて広範囲に立地しており、人口が分散しているため、非効率的な

立地になっている可能性がある。 

      小学校あたりの生徒数は 234 名と県内市部では低い水準にある。      

小学校あたり生徒数 （平成 26 年） 

（茨城県統計年鑑（平成 27 年）） 

 

【一定の施設は市街地内に立地するが偏りも存在】 

〇 都市機能については、中学校をはじめ市街化区域内に立地していない施設も一部ありま

すが、診療所、介護施設、商業施設など基礎的な施設は、市街化区域内に立地しているも

のが多い状況です。 

○ ただし、岩井市街地への立地が多く、沓掛への立地は少なくなっています。また岩井市街

地内においても、特に北側に多く立地し、南側への立地は少なくなっています。 

  ○ 小学校などは人口分布に従って市内各所に立地していますが、その反面、１施設あたり

の人口が少ない状況です。 

【将来の人口減を見据えた継続的な機能立地誘導の必要性】 

○ 現在市域の人口規模は約５万人であり、今後は市街地の人口密度低下が見込まれま

す。 

   また、今後も民間都市機能施設のまばらな立地が発生することが予想されることから、生

活利便性の低下、インフラ維持コスト及び行政サービスコストの増大が懸念されるため、継

続的な機能立地誘導により、誘導地域への都市機能の集中が必要となります。 

 ○ 人口減少・都市機能の減少に伴う空き家等の発生も課題となります。 
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人口５万人 

 

◇各施設の立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

  - 今後人口減少により、例えば法律事務所、結婚式場などが成立しにくくなる恐れもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇人口規模とサービス施設の立地 
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◇空き家率 （住宅土地統計） 

 - 住宅の空き家は近年増加傾向。周辺市もほぼ同様の傾向にあります。 
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（３） 公共交通に関する課題 

 

◇公共交通運行状況図（再掲） 

【運行頻度の高いバス路線は限定／人口密度が低い地域では効率的な公共交通網の形成が困難】

〇 公共交通網としては鉄道が市内に存在せず、バスに頼る状況となっています。 

○ バス路線のうち、市街化区域内では往復日 50～60 本程度（片道日 30 本）※のバスが走行し

ています。次に多いのは岩井市街化区域外の南の野田市方面への箇所が 30～40 本程度とな

っています。その他の箇所においては現状では運行頻度が低い状況です。 

※基幹的公共交通路線の目安（ピーク時３本程度）（「都市構造の評価に関するハンドブ

ック」（平成 26 年 8 月 国土交通省） 

○ また11号・12号区域の指定状況からも見られるように、人口が拡散して放射状に居住している

ことから、効率的なバス路線網の構築が難しい状況であり、近年ではデマンドタクシーの利用率が

上昇している一方で、バス利用者は横ばいとなっています。 

往復日 50～60 本程度 

往復日 30～40 本程度 
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◇公共交通（コミュニティバス・デマンドタクシー）年間利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指数は平成 24 年を 100％としたときの値 ※実数は左軸 指数は右軸 

（資料：坂東市資料） 
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（４）経済に関する課題 

 

 

市町村間の通勤者の状況 （左：市内⇒市外へ  右：市外⇒市内へ 通勤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（平成２７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

（５）安心・安全に関する課題 

 

【東京方面へのアクセス性が低い立地条件。圏央道の整備により産業立地条件は向上】 

〇 本市は鉄道がなく、交通面での東京方面とのアクセス性が低いため、通勤のベッドタウンや

東京都心のオフィスと連携した生産拠点の立地に課題があります。 

○ しかし本市内には圏央道 IC の整備が行われ、環状方向での自動車交通の利便性が高まる

ことから、今後の産業立地の可能性は広がるものと考えられます。 

【コンパクトシティの実現にむけて市内従業者を増やすことも重要】 

○ 施設あたりの出荷額や従業者数等が少なく、昼間人口も少ないことから、周辺他自治体に

通勤に通うなど労働力が流出している可能性があります。鉄道のない本市において、移動の

少ないコンパクトなまちづくりを進めるためには、市内に就業する場所を増やすことも重要であ

り、産業の活性化に向けて取り組むことも必要です。 

【比較的安全性の高い市街地】 

○ 市街化区域内の大半は台地上に位置し、地

盤も安定しているため、震災等による影響は少

なく、市街地の安全性は高い状況です。 

○ また本市は大規模な河川を市域内に含んでい

ます。市街化区域外では一部河川浸水の可能

性がある地域もありますが、多くは浸水は想定さ

れておらず、水害に対する安全性も高い状況で

す。 

64,977
80,184

104,811 100,306

137,916

141,096

179,838
155,942

140,113

171,478

242,107
216,495

258,120

335,640

365,194

98,274 108,855
126,153 118,063

198,602

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

２００２年（H１４） ２００５年（H１７） ２００８年（H２０） ２０１１年（H２３） ２０１４年（H２６）

製造業・一箇所当たり年間出荷額（万円/箇所）

坂東市 常総市 守谷市 古河市

浸水想定区域 

出典：工業統計（平成１４年～平成２６年） 
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（６）地域別の課題 

① 岩井市街地 

 

【紡錘形の都市構造。北側・国道沿いに機能集積】 

○ 都市構造としては、もともと市街地が形成されていた西側の国道沿いと、その後整

備された東側のバイパス沿道に市街地が広がる２つの軸に囲まれた紡錘形の構造

となっています。 

○ 西側の国道側に公共交通や都市機能が集積しているとともに、大規模商業施設

が立地しています。各種施設も市街化区域北側に多く分布しており、南側での分布

は少ない状態です。 

 

【市街地の北西部に人口が多く、高齢化も進行。今後の人口減少の影響が懸念】 

○ 岩井の市街化区域内の人口は、区域北西側の市街地を中心に分布しており、そ

の他には区域南端部でも人口集積が見られます。 

○ 北西側は旧来から岩井の中心市街地であり、坂東市内でも古くから市街化されて

いる地域ですが、高齢者数が多く、今後の人口減少傾向が予想されます。 

 

【将来岩井市街化区域全体で 40 人/ha を下回り都市機能維持が困難になる恐れ】 

○ 現在岩井の人口密度は、市街地の目安である 40 人/ha とほぼ等しい状況です

が、将来推計では、40 人/ha を下回ることが予想されます。 

今後、密度の低下は商圏人口の減少等につながり、都市機能の維持が困難とな

ることが懸念されます。 

 

岩井市街地 都市構造概念図 
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【紡錘形の都市構造。北側・国道沿いに機能集積】 

◇人口分布（H27 年 100ｍメッシュ）および主な都市施設の立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院 

スーパー

診療所 

歯科医院 

行政施設

コンビニ 

介護施設 
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【高齢者の多い旧来からの市街地に施設が集積】 

◇市街地の成り立ち 

○ 戦後当初（1948 年）時点では、仲町十字路を中心に街道沿いに市街地が分布していま

すが、その他に集積はなく、現市役所付近から市街地が形成されてきています。 

○ 高度成長期を経て 1984 年時点では、国道沿いに市街地が展開されるとともに、東側の

バイパスが整備され岩井市街地南端の辺田周辺にも建物の分布が見られます。 

 

1948 年 

 岩井市街地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1984 年 

  岩井市街地 

 

 

 

 

 

現ヨークタウン 

現市役所 

仲町十字路 
1948 年当時の市街地 

現ヨークタウン 

現市役所 

1984 年当時の市街地 

1984 年当時の市街地（辺田） 
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◇高齢者数および都市施設（医療・介護・商業施設）の分布状況 

  

⇒ 高齢者の多い北西側の市街地を中心に都市機能が分布しています。現在は高齢者がアク

セスしやすい構造となっていますが、今後、人口減少に伴い、立地のミスマッチが生じる可

能性が高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【将来岩井市街化区域全体で 40 人/ha を下回り都市機能維持が困難になる恐れ】 

 

◇市街化区域人口密度（推計値） 

 

⇒ 岩井市街地では、市街地の目安である 40 人/ha をわずかに下回っていますが、今後さら

に低下する予想となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市街化区域人口は平成 27 年は 100ｍ メ

ッシュ人口から推計。以降は市街化区域に含

まれる主な 500ｍメッシュをもとに変化率を求

め、平成 27 年推計値に乗じて算定。 

0-5 人 

5-10 人 

10-15 人 

15-20 人 

20-25 人 

25 人以上 

高齢者数 高齢者が多く、都市機能も集積 

市街地の目安（40 人/ha） 
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② 沓掛市街地 

 

◇坂東市内の居住地域別人口構成（再掲） 

（※岩井・沓掛市街地人口は メッシュデータをもとに

推計した値） 

⇒市街化区域内人口のうち、岩井市街地に８割以

上が集積しています。 

 

  

◇人口分布（H27 年 100ｍメッシュ）および主な都市施設の立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一定規模の人口集積はあるものの、都市機能・公共交通等は弱い】 

○ 旧来からの中心市街地に一定の人口集積が存在し、周辺に将来人口の増加が

みられ区画整理事業も予定されていますが、岩井市街地と比べてボリュームが小

さく、公共交通も弱い状況にあります。 

○ 沓掛周辺の都市機能は、行政施設や福祉施設等、市街化区域外に立地してい

るものも多く、市街化区域内に立地する都市機能は少ない状況です。 

○ 区域西側のエリアは人口集積も少なく、産業系や農業系の土地利用がなされて

おり、住宅や施設立地はあまりみられません。 

病院 

スーパー

診療所

歯科医院

行政施設 

コンビニ

介護施設 
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２．まちづくりの⽅向性（案） 

  

※「まちづくりの方向性」は、都市機能誘導区域や居住誘導区域等を検討していくためのたたき台と

して今回記載するものです。 

会議においてみなさまのご意見をいただきながら、今後の方向を見定めていきます。 

   

都市機能が集積する拠点ゾーン、住居が分布する居住ゾーン、公共交通等のネットワーク、郊

外などのその他地域について、おおまかに現段階のまちづくりの方向性を示します。 

 

（１）拠点ゾーン （都市機能誘導区域） 

 拠点ゾーンは以下のようなエリアを設定します。 

 

 

 

 

     

 

 ◆岩井市街地の国道 354 号沿いを中心とするエリア 

 

  

 

 

 

 

（２）居住ゾーン （居住誘導区域） 

    居住ゾーンは以下のようなエリアを設定します。 

 

 

 

 

 

◆岩井の拠点ゾーンに徒歩でアクセスしやすいエリア 

◆沓掛の人口や施設の集積が見られる旧町中心部のエリア 

 

 

 

 

  －すでに人口も集積し、市役所や大規模商業施設をはじめ、各種施設が多く立地

しています。 

－また歴史的にも市の中心となってきたエリアであり、長期にわたって市民から親し

まれているエリアです。 

  －国道を走るバス交通も本数が多く、周辺のエリアからのアクセスも良好です。 

  －現在の人口・施設の集積状況を考慮し、岩井・沓掛の両市街地に設定します。 

－特に岩井では拠点ゾーンに徒歩でアクセスしやすい範囲を指定します。 

－店舗や病院などの都市機能が立地する市の中心部。 

今後とも都市機能の維持・集積に努め、市民の生活利便性維持を図る。 

－公共交通の利便性が高く、居住ゾーンに住む人がアクセスしやすい場所 

－.広さの目安はおおよそ 50～100ha 程度（市街化区域面積（753ha）の１割程度） 

－拠点ゾーンにバスや徒歩等でアクセスしやすいエリア。 

－ある程度の人口密度を維持できる範囲で、現在の市街化区域の内側。 

－合併前の旧町村の中心部等、都市機能や人口の集積がある区域。 

－災害リスクの高い地域や工場等の立地を誘導する区域は除外。 
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（３）郊外部（その他地域） 

    郊外部などその他地域は以下のような方針を設定します。 

ただし、立地適正化計画の枠組みには、基本的には市街化区域外についての扱いはないた

め、郊外部については、市独自の方針として位置づけます。 

 

◆市街化区域の外に位置する主な人口集積地は、集落拠点として位置づけ 

◆工業団地など産業系用途の指定箇所などを産業拠点として位置づけ 

 

（４）ネットワーク 

 ネットワークは以下のような方針を設定します。 

◆拠点ゾーンと居住ゾーンをつなぐ軸的な公共交通ネットワークの構築 

◆岩井の拠点ゾーンの利便性を高める市街化区域内の公共交通 

◆広範な市街地を網羅するデマンド型も含めた交通網の形成 

 

 

 

 


